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よいことのために手を取りあい､
新たなクラブ活動を目指そう！
～明るく、楽しく、さわやかなクラブ運営を～

会長スローガン
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■　第37回例会の記録（6月8日）

■　本日のプログラム（6月15日）

次年度全員協議会(2）
奉仕P総括・職業奉仕・社会奉仕・青少年奉仕・
国際奉仕・クラブ交流・R財団
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「 我 等 の 生 業 」

今年度を振り返って

会長の時間 （6月15日）

　今月は、「ロータリー親睦活動月間」です。ロータリ
ーにおける親睦は、単なる懇親だけではなく、・会員相
互の信頼関係づくり・職業や世代を超えた交流・国際的
な友情の推進・奉仕活動の原動力づくりといった面で大
切な意味を持っています。
　先般、姉妹クラブである玖珠ロータリークラブ創立45
周年記念式典に、当クラブからも多くの会員が出席し、
来賓を含めて多くのクラブからも、多数のロータリアン
が出席のもと、盛大に開催されました。当日は、姉妹ク
ラブであります、日出ロータリークラブからも、多数参
加されており、久しぶりに交流することが出来、親睦を
深めることが出来ました。
　また、第１グループに所属されている日田や中津の５
クラブからも、多くのロータリアンが出席されており、
髙山ガバナー年度の時に、地区運営にご協力いただいた
方々ともお会いすることが出来、旧交を深めることが出
来ました。
　祝宴では、同じテーブルに、ロータリアンではなく、
今回の式典で「職業奉仕活動賞」を受章された92歳の女
性美容業の方や、「ひねもす丘」のオーナーである野瀬
先生（九大医学部）と同席させていただきました。大先
輩にあたるお二人から、職業を含めて人生に対する前向
きなお姿や言動を目のあたりさせていただき、大変な感
動をいただくことが出来ました。
　当クラブのメンバーとも、車の中（特に帰り）で、日
ごろ、例会等では到底、会話に上ることもない広範囲な
テーマで、口角泡を飛ばしながらのミーティングをする
ことが出来ました。
　今回の玖珠RC45周年という行事を通じて、短時間で
広範囲にわたり、友好的な交流を深めることが出来まし
た上に、ロータリー親睦月間の目標を達成することも出
来、大変うれしい限りの一日で、親睦活動の重要性を新
たに感じたところです。
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令和8年6月8日(月)13:30～13:40

理事　藤田・菊池・大木・髙野・髙橋・清水・姫野・利光・仲道

■ 6月22日(月)

■ 6月29日(月)

■ 7月 6日(月)

■ 7月13日(月)

■ 7月20日(月)

■ 7月27日(月)

■ 8月 3日(月)

■ 8月10日(月)

■ 8月17日(月)

■ 8月24日(月)

■ 8月31日(月)

最終夜の例会　19時～
トキハ会館6階「さくらの間」
定款細則の規定による休会
会長幹事就任挨拶
クラブ協議会
祝日休会
新入会員の卓話
安東 忠助様の卓話
（大分大学医学部教授）
定款細則の規定による休会
親睦夜の例会（新入会員歓迎会）
近況報告（3分スピーチ）
地区出前セミナー予定

例会の予定

（6月8日）次年度全員協議会（2）卓話の時間

臨時理事会報告

議案１　新会員の推薦について　承認
　大木　孝吉会員　推薦
　明井　博嗣氏　株式会社Smile Connect　代表取締役
　職業分類　自動車販売

ニコボックス

★藤田　敬治会長（1口）
　今年度、初めての入会希望者がありました。

幹事報告

・ジェニファー・ジョーンズ2026-27年度　TRF管理委員
　長ご来日
　「ロータリー財団フォーラム」
　「管理委員長ジェニファー・ジョーンズご夫妻歓迎会」
　のご案内
　東京開催　2026年8月21日(金)　14:00～17:30
　会場　ニッショーホール
　管理委員長ご夫妻歓迎会
　時間　18:00～20:45
　会場　ホテルオークラ東京
　　　　プレステージタワー1階「平安」

●奉仕プロジェクト総括　仲道　善隆会員
　クラブにおける各奉仕活動が円滑かつ効果的に実施さ
れるよう、各委員会（職業奉仕・社会奉仕・青少年奉仕
・国際奉仕）との連携強化を図り、地域社会およびロー
タリーの理念に沿った奉仕活動を推進する。また、活動
全体を総括・調整し、継続性と成果向上に努める。

●職業奉仕委員長　坂本　肇会員
　自己の職業が地域社会において、どのような形で役立
っているかを再認識するとともに、ロータリークラブで
得たものを実践に移すことで社会奉仕に役立てる。
　・「四つのテスト」を通じて道徳的水準の向上を図る
　・職場例会の実施 2回（上期、下期　各1回）
　・職業奉仕月間（1月）の熊本での集合セミナーの参
　　加を促す。

●社会奉仕委員長　清水　将文会員
　地域社会との交流を深めながら、継続性のある活動を
通じて地域社会の発展と公共イメージ向上に努める。ま
た、青少年奉仕委員会が実施する地区補助金プロジェク
トにおいて、運営が円滑に進むよう協力する。さらに、
継続事業として東北大学を支援する。今年度は、次年度
の東北大学講演会実施に向けた東北大寄付金として10万
円の積み立てを行う。

●青少年奉仕委員長　藤田　敬治会員
・地区補助金プログラムを活用して、愛育学園はばたき
　の子供たちとの交流会を行います。交流会の目的は、
　農業(芋ほり)や調理体験を通じて、自然や人と触れあ
　うことにより､ 子どもたちが､ 将来の夢に向かって大
　きくはばたいていただくためのお手伝いを行います。
・愛育学園はばたき内で必要とする物品等の寄贈を行い
　ます。

●国際奉仕(米山記念奨学会)委員長　髙橋　道成会員
・米山奨学会の目的や事業についての理解と知識を深め
　るためクラブ内研修会を行う
・米山学友との交流
・10月米山月間において、米山奨学生の卓話を行う

●クラブ交流委員長　髙野　太会員
・姉妹クラブ（オン全州RC・玖珠RC・日出RC）との交
　流、親睦を図る
・玖珠RC、日出RC合同例会の参加
・「ロータリーの森」草刈りへの参加

●ロータリー財団委員長　菊池　武司会員
　ロータリー財団の使命は、「ロータリー会員が人びと
の健康状態を改善し、質の高い平和を達成できるように
する」となっています。
　当委員会は、R財団への理解を深めるプログラムを実
施し、会員一人ひとりが「財団の意義を理解し、参加し
たくなる」環境をつくり､ 会員全員が財団活動に参加し､
成果を実感できるクラブ運営を目指します。
・地区補助金セミナーへの出席
・ロータリー財団　地区補助金プロジェクトを社会奉仕
　委員会と協力して計画を立案し、実施する。会員への
　参加を促す。
・年次基金　1人150＄寄付（11月)。
・100万＄の食事を活用し、ポリオプラス基金へ1人30ド
　ル寄付を行う（6月)。
・ポリオ根絶に向けて、例会時の愛のポリオ募金を継続
　する。
・寄付推進として 財団活動を支える寄付文化をクラブに
　根付かせる。
・寄付の使途を見える化し、寄付の意義を実感できる仕
　組みを整備する。


